
希学園 小５ 第４回 習熟度確認テスト 算数 2024年11月23日実施 (模範解答) 制限時間50分
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希学園 小５ 第４回 習熟度確認テスト 算数 2024年11月23日実施 (解説) (２－１)

36×２＝72(㎞)

720÷12＝60(ｍ/分)

50÷５＝10(秒間)

45
16× ＝12(㎞)

60

45
14÷１ ＝８(㎞/時)

60

５
25÷60＝ (時間) → 25分

12

底辺の長さの比＝面積の比より，

㋐：㋑＝12：８＝３：２

底辺の長さの比＝面積の比より，

㋐：㋑＝12：15＝４：５

３ ２
90× × ＝36(㎠)

３＋２ ２＋１

１ ２
90× × ＝12(㎠)

１＋２ ２＋３

三角形ＡＢＧ：三角形ＢＣＧ：三角形ＣＡＧ

２ ： ３

４ ： ３

４ ： ３ ： ６

ＡＦ：ＦＢ＝三角形ＣＡＧ：三角形ＢＣＧ

＝６：３＝２：１

ＡＧ：ＧＤ

＝(三角形ＡＢＧ＋三角形ＣＡＧ)：三角形ＢＣＧ

＝(４＋６)：３＝10：３

三角形ＡＣＢと三角形ＥＣＤは相似。

相似比は，ＢＣ：ＤＣ＝３：15＝１：５

５
よって，□＝５× ＝25(㎝)

１

三角形ＡＢＣと三角形ＡＤＥは相似。

相似比は，ＡＢ：ＡＤ＝(15＋９)：15＝８：５

８
よって，□＝20× ＝32(㎝)

５

ア
７㎝

６㎝

イ

２㎝

ア
７㎝

６㎝

２㎝

イ

右の図より，

三角形ＡＢＣと三角形ＤＢＡは

対応する角がすべて等しいので，

相似。

３辺の比は，

12：16：20＝３：４：５

４
□＝④＝12× ＝9.6(㎝)

５

と の相似比は，12：15＝４：５

面積比は，(４×４)：(５×５)＝16：25

25
よって，48× ＝75(㎠)

16

と ＋ の相似比は，12：(12＋３)＝４：５

面積比は，(４×４)：(５×５)＝16：25

25－16
よって，48× ＝27(㎠)

16

12秒後は12㎝動く。

12－10＝２(㎝)より，右の図。

よって，７×２＝14(㎠)

27秒後は27㎝動く。

27－15－10＝２(㎝)より，右の図。

よって，７×(６－２)＝28(㎠)

33秒後は33㎝動く。

33－10－６－11＝６(㎝)より，下の図。

６
＝９× ＝4.5(㎝)

６＋６

６×4.5÷２＝13.5(㎠)

斜線部分＝

１ １
30×30×π× －24×24×π× ＝81×π＝254.34(㎠)

４ ４

点Ｃが動いた線は下の図の太線部分になる。

120
よって，９×２×π× ×２＝12×π＝37.68(㎝)

360
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③
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希学園 小５ 第４回 習熟度確認テスト 算数 2024年11月23日実施 (解説) (２－２)

中心がえがく線は，右の図の太線

部分。４つのおうぎ形は合わせる

と１つの円になる。

３×２×π＋12×４

＝６×π＋48

＝66.84(㎝)

長方形から円が通らない部分

をひく。通らない部分は，右

の図の斜線部分になる。

４×４－２×２×π＝3.44(㎠)

…４すみの和

通らない部分の面積は，

４×８＋3.44＝35.44(㎠)

よって，12×16－35.44＝156.56(㎠)

きょり一定

速さの比 48：80＝３：５ → 時間の比 ⑤：③

⑤－③＝②＝12＋２＝14(分) → ③＝21分

午前７時57分＋21分＋２分＝午前８時20分

(160＋200)÷10＝36(ｍ/秒) → 特急と急行の速さの和

(160＋200)÷90＝４(ｍ/秒) → 特急と急行の速さの差

よって特急の速さは，(36＋４)÷２＝20(ｍ/秒)

20×3.6＝72(㎞/時)

きょり一定 Ａ Ｂ Ｃ

Ａ：Ｂ Ｂ：Ｃ 速さの比 ５：６

時間の比 18：15 21：14 ２：３

＝６：５ ＝３：２ ⑤：⑥：⑨

速さの比 ５：６ ２：３

⑤×(３＋７)÷(⑨－⑤)＝12.5(分後)

円が通る部分は，右下図の網目部分。

６×６×３＝108(㎠)

90＋30＋120＋60
６×６×π×

360
＝30×π(㎠)

60
(12×12－６×６)×π×

360
＝18×π(㎠)

よって，108＋30×π＋18×π

＝108＋48×π＝258.72(㎠)

12㎝

16㎝
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三角形ＡＢＩと三角形ＦＤＩは相似。

１
相似比は，12：(12× )＝３：１

１＋２

ＢＩ：ＤＩ＝３：１

三角形ＡＢＨと三角形ＥＤＨは相似。

相似比は，12：18＝２：３ ＢＨ：ＤＨ＝２：３

右上の図より，ＢＨ：ＨＩ：ＩＤ＝８：７：５

三角形ＡＢＧと三角形ＥＣＧは相似。

相似比は，12：(18－12)＝２：１ ＢＧ：ＣＧ＝２：１

平行四辺形ＡＢＣＤの面積を１とする。

１ ２ ８ ２
三角形ＢＧＨ＝１× × × ＝

２ ２＋１ ８＋７＋５ 15

１ １ ５ １
三角形ＤＩＦ＝１× × × ＝

２ １＋２ ８＋７＋５ 24

１ ７ ７
三角形ＡＨＩ＝１× × ＝

２ ８＋７＋５ 40

三角形ＡＨＩ：五角形ＨＧＣＦＩ

７ １ ２ １ ７ 13
＝ ：( － － )＝ ： ＝７：13
40 ２ 15 24 40 40

すれちがうまでに進んだ距離の差は，２×２＝４(㎞)

上りの速さと下りの速さの差は，４÷２＝２(㎞/時)

よって，(川の流れの速さ)×２＝２(㎞/時)→１㎞/時

上りの速さは，５－１＝４(㎞/時)

下りの速さは，５＋１＝６(㎞/時)

状況をかくと，上の線分図のようになる。

船Ａと船Ｂのすれちがった場所を丙地点とする。

乙丙間より， 上り：下り

速さの比 ２ ： ３

時間の比 ③ ： ②

よって，②＝２時間より， ＝③＝３時間

＝(６×２＋１×３)÷(６－１)＝３(時間)

線分図の太線部分

よって，３＋３＝６(時間後)
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